
一中校区

大分類 発言内容（匿名化・箇条書き） 事務局回答・対応方針

A.通学負担・安全性 ・遠方から通学する場合のスクールバスの具体的な方向性を知りたい
・子供たちの負担や不安をどう解消するのか
・現状の運行形態では市内まで1時間半かかってしまうのではないか
・子供が1時間も通学にかかるなら、子育てする場所として選ばれなく
なるのではないか
・「網走はいいけど住むとこじゃないよね」とならないか危惧している

・現在の運行形態のままでは市内まで1時間半かかり、低学年には無理
と認識している
・路線数を大幅に増やすなど検討が必要
・1時間以内での運行を目指し、バス事業者と非公式に協議中

A.通学負担・安全性 ・子供が学校にいる時に何か起こった場合、迎えに行けない子はどうな
るのか

（明確な回答なし、課題として認識）

B.教育環境・学校規模 ・学校の配置場所をなるべく早く知りたい
・家を建てる際の判断材料になる

・学校数の案が確定した後に、具体的な場所の検討に進む
・検討協議会を通じて議論し、早い時期にお示しできるよう努める

B.教育環境・学校規模 ・3校体制には賛成、クラスが多い方が多様な学びができる
・出生数140名で4学級あれば足りるという考え方はどうかと思う
・数字だけで進めるのではなく、子供・先生・保護者に丁寧な説明が必
要

・4学級という数字は学級編成基準に基づく例示であり、必ずこれに当
てはめるわけではない
・丁寧な説明の必要性は認識している

C.心理的安全性・移行支援 ・西小は2年後に統合予定で、子供の送迎や心のケアをどうすべきか個
人で考えている
・スクールバスの充実や学校間連携を早めに進めてほしい
・他地域の方が「西小・中央小はうまくやっているからうちも大丈夫」
と思えるよう、先行事例として成功させてほしい

・5月の意見を聴く会でも同様の要望があり、小小連携は他校でも進め
ている
・方針が固まり次第、逐次お示しする
・案として議論中であり、決定事項ではない
・教育部局だけでなく市長部局と連携し、住み続けられるまち・子育て
しやすいまちを考えていく

D.地域コミュニティへの影響 ・学校は防災の拠点になっている
・3校になった時、大きな地震等が起きたらどうなるのか
・避難場所の確保など丁寧に考えてほしい

・全ての学校が有事の際の防災拠点として位置付けられている
・学校数が減る場合の地域対応は、市長部局の防災担当と連携しながら
進める
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一中校区

大分類 発言内容（匿名化・箇条書き） 事務局回答・対応方針

E.まちづくり・人口減少対策
との整合

・郊外地域に学校を残すことの意味をもっと検討してほしい
・地域から学校がなくなると、その場所で育った子供が将来網走に帰っ
てこなくなるのではないか
・海も山もある網走の魅力が維持できなくなり、街が衰退していくので
は

・郊外地域の学校をなくすと決定したわけではない
・地域とのつながりも大事にしながら、子供にとってより良い教育環境
を検討する
・教育部局だけでなく市長部局とも連携する

E.まちづくり・人口減少対策
との整合

・学校再編は網走市の未来そのもの
・建物の維持改修と少子化を掛け合わせただけの発想では、すぐにまた
再編が必要になり最終的に1校になるのでは

（明確な回答なし、意見として受け止め）

G.交通・運営体制の実現可能
性

・第1回検討協議会でどのような意見が出たか知りたい ・遠距離通学の負担、地域コミュニティへの不安、防災拠点の役割、財
源シミュレーションの必要性、子供や教員の声を聞くべき、小中一貫校
への期待など多様な意見があった

G.交通・運営体制の実現可能
性

・協議会の開催時間について、夜6時半は遅いという声が多い
・支援センター等で日中に開催し、未就学児の保護者にも説明してほし
い
・漁業も農業も豊かな網走の魅力をどう維持するか、市の未来のビジョ
ンを示してほしい

・中間報告会を対面形式で開催することを検討中
・説明動画をウェブ公開し意見募集も予定
・日中の意見を聴く会の開催も検討する

G.交通・運営体制の実現可能
性

・意見を聴く会が終わった後の流れを知りたい
・2035年統合だと今の在校生の親は当事者意識を持ちにくい

・意見は検討協議会で協議し、ホームページで公開する
・中間報告の対面形式での開催を検討中

G.交通・運営体制の実現可能
性

・統合に向けた組織（統合委員会等）は今あるのか
・学校長・教職員・児童生徒・PTAの擦り合わせの場は
・決定前の段階で当事者が自分たちの未来を議論すべき、でないと反対
や疑問の声は消えない
・20年前の西が丘小統合時のように、地域を交えた議論の仕組みを作
れないか

・現在、統合に向けた組織は動いていない、まだ決まったものではない
ため
・閉校に向けてはPTAの協力のもと、短くても1年程度かけて準備を進
める
・20年前の統合時も10年以上かけて地域と話し合った経緯があり、一
方的に進めるのではなく皆様の意見をいただきながら検討したい
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